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事業用土地の保有目的変更に伴う特別損失発生に関するお知らせ 

 

 平成１７年３月期において事業用土地のうち、遊休となった土地について時価評価したう

えで販売用不動産に移管いたしました。これに伴い平成１７年３月期において固定資産評価

損を計上する必要が生じましたのでお知らせします。 
 

記 

 

 

１． 固定資産評価損の発生について 

事業用土地のうち、遊休となった土地の売却を意思決定したので、当該物件を時価評価

し評価損を計上したうえで、「土地」勘定より「販売用不動産」勘定に振り替えています。 
 

   固定資産評価損計上額             ４６８百万円 （特別損失に計上） 

  「販売用不動産」勘定へ振り替えた土地簿価 １，２８３百万円 

 

 

２．今後の見通し 

上記固定資産評価損の発生による平成１７年３月期連結及び個別の業績予想は次のとお

り見込んでおります。 
（１）個  別 

   中部地区を中心に完成工事高が大きく伸びましたので、売上高は予想に比して約５０

億円増加し、それに伴い利益額も増加した結果、経常利益は約３億円増加する見込みで

す。なお、当期純利益については特別損失に固定資産評価損を計上することとなりまし

たので、約４億２千万円となる見込みであります。 
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  （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 16 年 11 月 16 日発表） 
８３，０００ １，１６０ ４００

今回予想（Ｂ） ８８，０００ １，４７０ ４２０

増減額（Ｂ－Ａ） ５，０００ ３１０ ２０

増減率（％） ６．０ ２６．７ ５．０

（ご参考） 

前期（平成 16 年 3 月期）実績 
７５，５８１ １，１０５ ３５２

 

 

 （２）連  結 

   個別の増減に伴い、売上高は約８９０億円、経常利益は約１５億円、当期純利益は 

約４億３千万円となる見込みであります。 

  （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 16 年 11 月 16 日発表） 
８４，５００ １，２３０ ４４０

今回予想（Ｂ） ８９，０００ １，５００ ４３０

増減額（Ｂ－Ａ） ４，５００ ２７０ △ １０

増減率（％）    ５．３ ２２．０ △２．３

（ご参考） 

前期（平成 16 年 3 月期）実績 
７７，２６１ １，１６８ ３８７

                               

以  上 
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